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【教職課程科目】 
 

 

 

[履修にあったての遵守事項] 

 我が国の大学教育は単位制度を基本としており、１ 単 

位あたり45時間の学修を要する内容をもって構成する 

ことが標準とされている。ここでいう１ 単位あたりの学 

修時間は、授業時間内の学修時間だけでなく、その授業 

の事前の準備学修・事後の準備復習を合わせたものな 

っている。この主旨を踏まえ、各教科の履修に当たって 

は、授業計画を参考に予習・復習に努め、１ 単位当たり 

の学修時間を確保することに努めること。 

 

 

２０１７年度 

（平成２９年度） 

第一工業大学 



 
 

 

 

 

 

 

①　教職に関する科目

　②：集中講義　　中技：中学校技術　中数：中学校数学　高工：高校工業　高数：高校数学　高情：高校情報

第二欄 6511 教師論 2 2 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆

6512 教育原理 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆ 教育の理念並びに歴史及び思想を含む。

6513 教育経営論 2 2 6 6 ☆ ☆ ☆ ☆ 社会制度的又は経営学的事項を含む。

6514 教育心理学 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆ 心身の発達及び学習の過程を含む。

6515 教育課程論 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆

6516 数学科教育法Ⅰ 2 2 ☆ ☆

6517 数学科教育法Ⅱ 2 2 ☆ ☆

6518 数学科教育法Ⅲ (2) 2

6551 数学科教育法Ⅳ (2) 2

6519 技術科教育法Ⅰ 2 2 ☆

6520 技術科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6521 技術科教育法Ⅲ 2 2

6552 技術科教育法Ⅳ 2 2

6522 工業科教育法Ⅰ 2 2 12 6

6523 工業科教育法Ⅱ 2 2

6541 情報科教育法Ⅰ 2 2 ☆

6542 情報科教育法Ⅱ 2 2 ☆

6524 道徳教育 2 2 ☆ ☆ 中免のみ必修

6525 特別活動論 2 2 ☆ ☆

6526 教育の方法と技術 2 ② ☆ ☆

6527 生徒指導論 2 2 4 4 ☆ ☆ ☆ ☆ 進路指導の理論及び方法を含む。

6528 教育相談 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆

6544 事前・事後指導 1 1 ☆ ☆ ☆ ☆

6545 教育実習Ⅰ 2 ② ☆ ☆ ☆ ☆

6546 教育実習Ⅱ 2 ② ☆ ☆ 中免のみ必修

第六欄 6547 教職実践演習(中・高) 2 2 2 2 ☆ ☆ ☆ ☆

計 47 31 23

②　教科又は教職に関する科目

6711 介護福祉概説 2 2 2 0 ☆ ☆ 介護等体験のために必修

6721 総合演習Ⅰ 2 2 ☆ ☆ ★ ☆ ☆

6722 総合演習Ⅱ 2 2 ☆ ☆ ★ ☆ ☆

6 8 16

(14)　教職課程科目

　☆：教職必修　　無印：教職選択（但し、教科科目は適用外）
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教科番号 6511 授業科目：教師論（ Ethics for Teachers ） 

開講時期 後期 （ 全 ）学科（１）年（２）単位   担当者： 岩橋 法雄  

【授業の到達目標】 

「教育は人なり」と言われるように、人を育てる教師の存在は、何時の時代にあっても教育を受ける者 

にとっては重要な存在である。そこで、教員を志す学生が、教員の職責の大きさを認識し、資質の向上を図り、使命感な

どを確立して教育的情熱を持って教員となるよう、講義全体を通じて指導する。 

【授業の概要】 

教職の意義や役割、教師の歴史や教師像、教員の職務内容、進路指導について学び、教員としての資質能力を高めると

ともに、教職に対する愛着や誇り、教員の使命感や責任感、倫理観などについて理解し、考察する。さらに、小テスト

やディスカッションも取り入れて理解を深めさせる。また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れ

て実施していく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教職の意義と役割 人間形成における教育の必要

性、教職の意義や役割 

テキスト(該当箇所を指示する）を読

む。授業プリントを復習。 

３０ 

６０ 

２ 教師の歴史と教師

像 

近代国民教育制度（公教育）の中

での教職の成立 

テキスト(該当箇所を指示する）を読

む。授業プリントを復習。 

６０ 

６０ 

３ 教員の資質能力 教師の専門性と、教職の専門性 テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。授業プリントを復習。 

３０ 

６０ 

４ 教員養成制度の歴

史と変遷(1) 

戦前日本と戦後日本の教員養成 テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。小テストの準備。 

３０ 

６０ 

５ 教員養成制度の歴

史と変遷(2) 

「でもしか」教師の克服と、専門

性の向上 

テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

６ １回～５回までの

まとめ 

自分の目指す教師像を発表し合

い、ディスカッションする 

 ディスカッションの内容をまとめ

る。期日設定し、提出する。 

１２０ 

６０ 

７ 教育公務員として

の教員の服務 

「使命」の意味。身分上の義務と

職務上の義務 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 指導が不適切な教

員の人事管理 

懲戒処分と分限処分。研修制度。

免許更新制度など 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 生徒に対する教師

の行為(1) 

懲戒の範囲と体罰。不登校対策。 テキスト(該当箇所) を読みまとめ

る。授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 生徒に対する教師

の行為(2) 

いじめ問題への対応 

児童虐待への対応 

テキスト(該当箇所) を読みまとめ

る。授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 ６回～１０回まで

のまとめ 

教員採用試験問題から関連問題

を抽出し、解答・解説。 

ディスカッション。 

授業の内容を復習する。 

演習問題の取り組みと提出 

６０ 

１２０ 

12 学級経営(1) 学級経営の計画，生徒の実態把

握，保護者との連携 

配布プリントを読み、意見・感想を発

表する準備。授業のまとめ。 

６０ 

６０ 

13 学級経営(2) 小 1 プロブレムなど問題を抱え

た子どもの発見・対応。ディスカ

ッション。 

授業のまとめ。ディスカッションの

内容をまとめる。期日設定し、提出す

る。 

６０ 

１２０ 

14 発達障害を理解す

る 

発達障害の基本を理解する。学

級での包摂と自立を考える 

配布プリントを読みまとめる。授業

の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ まとめと総括。小テストの実施 小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

６０ 

【テキスト】 新教師論 久田俊彦他編著 ミネルヴァ書房 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

汐見稔幸他編著『よくわかる教育原理』ミネルヴァ書房 

【成績評価基準・方法】 レポート（15%）、小テスト（15%）、試験（70%）で総合的な評価を行う。 

 



教科番号 6512 授業科目：教育原理（ Education  Principal ） 

開講時期 前期 （ 全 ）学科（１）年（２）単位   担当者： 岩橋 法雄  

【授業の到達目標】 

学校における教育活動は、ひとりひとりの人間の成長・発達はもとより、国家・社会の発展に関わるもので 

ありその教育の成否は教員の資質能力に大きく左右される。そこで、教員を志す学生が、教育の本質と目的などを理論的

に学ぶことにより、健全な教育的識見や教育信念などの教員としての資質能力を身につけて教員となるよう、講義全体を

通じて教育指導を行う。 

【授業の概要】 

教育の本質や目的、教授理論などを歴史的・実証的に学習する。その際、社会的教育現象は決して歴史社会から切り離

されたものでないので、西洋教育史や日本教育史の時系列における学習と、今日社会の教育課程や学習指導要領などの学

校教育の実際を学習する。さらに、小テストやディスカッションも取り入れて理解を深めさせる。また、アクティ

ブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教育の本質を考え

る 

education と indoctrination と

の違いを理解する 

配布プリント(該当箇所を指示す

る）を読む。授業を復習。 

３０ 

６０ 

２ 人間(人類）の発達

と言語の役割 

時間と空間を超えての情報・技

術の伝達。言葉の構造 

テキスト(該当箇所を指示する）を

読む。授業プリントを復習。 

６０ 

６０ 

３ 類としての人間の

本源的能力 

赤ちゃん学から学ぶ。 テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。授業プリントを復習。 

３０ 

６０ 

４ 発達環境としての

人間的社会 

「狼に育てられた少女」の話の

真偽と、学ぶべき教訓 

テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。小テストの準備。 

３０ 

６０ 

５ 西洋教育思想の展

開と社会背景 

ソクラテスの教育思想と方法。

西洋中世の共同体と人間 

テキスト(該当箇所）を読みまとめ

る。授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

６ 人間と文化の覚醒

(1) 

イタリアルネサンスと人間的自

然の思想、欲求的人間の覚醒 

ルネサンスの美術などを調べて、何

が「欲求的」かを考えて発表。 

１２０ 

６０ 

７ 人間と文化の覚醒

(2) 

北方ルネサンスと人間の経験的

知の重視 

配布プリントを読みまとめる。 

とりわけ「神の支配」を考える 

６０ 

６０ 

８ 近代教育原理とし

ての2本の柱 

1～7回までの総復習として「2本

の柱」をディスカッション 

ディスカッションの内容をまとめ

る。期日設定し、提出する。 

３０ 

１２０ 

９ ルソーとペスタロ

ッチの教授法 

「自然人」の教育。開発教授法 テキスト(該当箇所) を読みまとめ

る。授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 産業革命と教育 

教授法の改革 

ヘルバルト教授法。 

世界新教育運動など。 

テキスト(該当箇所) を読みまとめ

る。授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 戦後日本の教育改

革 

学習指導要領の意味と変遷 授業の内容を復習する。 

演習問題の取り組みと提出 

６０ 

１２０ 

12 今日日本の教育問

題 

学力問題。「ゆとり世代」の諸問

題。 

配布プリントを読み、意見・感想を

発表する準備。授業のまとめ。 

６０ 

６０ 

13 特別支援教育の諸

問題 

小 1 プロブレムなど問題を抱え

た子どもの発見・対応。ディスカ

ッション。 

授業のまとめ。ディスカッションの

内容をまとめる。期日設定し、提出

する。 

６０ 

１２０ 

14 発達障害を理解す

る 

発達障害の基本を理解する。学

級での包摂と自立を考える 

配布プリントを読みまとめる。授業

の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ まとめと総括。小テストの実施 小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

６０ 

【テキスト】 随時、関連資料を配付 

【参考書・参考資料等】 汐見稔幸他編著『よくわかる教育原理』、 ミネルヴァ書房 

安彦忠彦『よくわかる教育学原論』、   ミネルヴァ書房 

【成績評価基準・方法】 レポート（15%）、試験（70%）で総合的な評価を行う。 

 



教科番号 6513 授業科目：教育経営論（ Business  Administration ） 

開講時期 後期 （ 全 ）学科（２）年（２）単位   担当者： 岩橋 法雄  

【授業の到達目標】 

教育の成果や教員の資質能力を高めるため，教員が，日本国憲法や教育基本法等の諸法規に基づいて教育が推進されていることを理解

し，認識する必要がある。 

そこで教員を志す学生が，近代学校制度や学校教育に関わる諸法規等を理解し，教育の基礎理論を身に 

つけて教員となるよう，講座全体を通じて教育指導を行う。 

【授業の概要】 

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項を学習して教育制度や学校経営等を理解するとともに，教育基本法や学校教育法等の諸法

規についても学習を深め，教育を法的に考察させるようにする。また，日本及び諸外国の教育改革の現状を概観する。さらに、小テス

トやディスカッションも取り入れて理解を深めさせる。また、アクティブラーニングについても積極的に取り入

れて実施していく。 

【授業要旨】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 学校の歴史的性格 学校の概念、私教育から公教育へ テキスト(該当箇所を指示する）を読

む。授業プリントを復習。 

３０ 

６０ 

２ 学校制度の構造 近代国民教育制度（公教育）の成立と分

岐システム 

テキスト(該当箇所を指示する）を読

む。授業プリントを復習。 

６０ 

６０ 

３ 日本の学校制度、戦

前と戦後。 

国民教育の理解を深める 

制度図の違いを読み取る 

テキスト(該当箇所）を読みまとめる。

復習と小テストの準備。 

３０ 

６０ 

４ 教育行政の成り立ち

とあり方 

英米型と大陸型の行政観の違いと意味

を理解する。 

プリントの行政関連英語句・用法を自

分で調べて訳してみる。提出。 

３０ 

６０ 

５ 教育基本法と教育行

政の基本 

特に教育内容行政の原理を理解する。

小テストの実施。 

テキスト(該当箇所）を読みまとめる。

授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

６ 教育委員会制度の成

立と変容 

教育委員会の組織と構成、を理解する  テキスト(該当箇所) を読みまとめ

る。授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回までのま

とめ 

教員採用試験問題から関連問題を抽出

し、解答・解説。 

ディスカッション。 

それらディスカッションの内容をまと

める。期日設定し、提出する。 

１２０ 

６０ 

８ 教育委員会の改革と

権限 

教育振興基本計画の意味と教育委員会

の果たす役割 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 学校経営(1) 校長の権限と職員会議、学校評議員制

度、評価制度。 

テキスト(該当箇所) を読みまとめる。

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 学校経営(2) 学校経営の基本，校務分掌 

教職員の種類と職務 

テキスト(該当箇所) を読みまとめる。

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 学級経営(1) 学級経営の計画，生徒の実態把握，保護

者との連携 

テキスト(該当箇所) を読みまとめる。

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 学級経営(2) 小 1 プロブレムなど問題を抱えた子ど

もの発見・対応。ディスカッション。 

配布プリントを読み、意見・感想を発

表する準備。授業のまとめ。 

１２０ 

６０ 

13 現代日本の学校教育 学力向上の問題と、選択制度の拡大  テキスト(該当箇所) を読みまとめる。

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 諸外国の教育改革 世界の改革動向で何が問題となってい

るかを理解する。 

テキスト(該当箇所) を読みまとめる。

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 まとめ まとめと総括。小テストの実施 小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 新訂第2版図解・表解 教育法規   坂田仰他編  教育開発研究所 

【参考書・参考資料等】 授業中に適宜配布する。 

汐見稔幸他編著『よくわかる教育原理』ミネルヴァ書房 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆レポート（30%）、小テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。 

 



 

教科番号 6514 授業科目：  教育心理学 （ Education  Psychology） 

開講時期 前期 （ 全 ）学科（ ２ ）年（ ２ ）単位  担当者： 角野 雅彦   

【授業の到達目標】 

教育心理学は教育に関わる諸問題について心理学的な側面から研究し、それによって教育の効果を高めようと

するものである。そのために、発達・学習のメカニズムや障がいのある生徒の理解と対応、教育評価の機能、教

育的支援のあり方などについて学ぶ。 

【授業の概要】 

発達・適応・学習などの教育心理学に関する基礎的理論の理解を深めるとともに、教室での授業や教育評価な

ど実際的活用法等についても分かりやすく解説する。 

【授業要旨】 

回数  題  目   授  業  内  容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教育心理学とは 教育心理学の目的と役割 

 

テキスト(P1~13)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 学習のメカニズム 心理学における学習とは何

か 

テキスト(P15~29)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

３ 動機づけ理論の基礎 やる気について心理学的に

考える 

テキスト(P31~41)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 動機づけ理論の応用 やる気を引き出す学習計画

と評価 

テキスト(P43~55)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 学習の基礎の理解  学習の基礎としての記憶、

記憶のメカニズム 

テキスト(P57~70)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 学習の動機づけ 外発的動機づけと内発的動

機づけ 

配布プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ １回～６回までのまとめ レポートを発表し、グループ討

論を行う。 

レポート作成により理解を深める。 

グループ討論の内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

８ 記憶理論の活用 効果的な記憶のしかた 

 

テキスト(P71~84)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 学習方略について 学習方略の考え方とタイプ テキスト(P85~100)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 学習の振り返りを促す

ために 

メタ認知と学習観 

 

テキスト(P101~115)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 発達の理解 教育心理学における発達理

論 

テキスト(P117~131)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

12 社会性と道徳性の発達 学校集団の人間関係と発生

しがちな問題 

テキスト(P151~168)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 青年期の発達 アイデンティティの確立と

キャリア形成 

テキスト(P183~200)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 ８回～１３回までのまと

め 

レポートを発表し、グループ討

論を行う。 

レポート作成により理解を深める。 

グループ討論の内容をまとめる。 

１２０ 

６０ 

15 まとめ まとめと総括 テキストを再度熟読しておく。 

ノートの整理とまとめ。 

９０ 

９０ 

【テキスト】『絶対役立つ教育心理学―実践の理論、理論を実践』 藤田哲也編著 

ミネルヴァ書房  2,800円（税別） ISBN 978-4-623-04886-1 

【参考書・参考資料等】  必要に応じて授業時に提示する。 

【成績評価基準・方法】 

受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。 



 

 

 

 

教科番号 6515 授業科目：教育課程論 （ Educational  Curriculum  Theory ） 

開講時期 後期 （ 全 ）学科（ ２ ）年（ ２ ）単位  担当者：萩原 和孝    

【授業の到達目標及びテーマ】 

テーマ ：教育課程の編成原理を認識し、教育課程編成へ見通しを得る。  

到達目標：①教育課程の変遷と現在日本で取り組まれている教育課程の実際を把握する。 

②教育課程を編成するための方法原理や教育評価のあり方を認識し、そのための基礎的な能力を獲得する。 

③現代社会の課題や社会的要請に対応する教育課程の試みを知り、これからの教育活動をつくりだしていく見

通しを得る。 

【授業の概要】 

前半は日本における教育課程の歴史的変遷を通じて、各時代の教育課程の理論や背景等を解説する。中盤は現在の学校

教育における教育課程編成の実際を、教育課程の基準である学習指導要領等を中心に解説する。後半は、地域とのつなが

りや社会的要請への対応が求められている状況での教育課程編成や評価のありかた等について解説し、年間指導計画作成

という演習的活動も取り入れる。 

【授業要旨】 

回数 題  目  授  業  内  容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教育課程とは 教育課程の意義、類型、構造（経

験主義・系統主義等） 

テキスト(p.1~26)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

２ 日本における教育課

程の歴史的展開 

明治期の教育課程 

（学制、教育令など） 

テキスト(p.27～30)、『学制百二十年史』（第

一編第一章の概説）を読む。 

授業の復習をする。 

60 

 

30 

３ 日本における教育課

程の歴史的展開 

大正期から昭和初期の教育課程 

（大正自由教育、郷土教育、国民

学校） 

テキスト(p.30～31、36)、『学制百二十

年史』（第一編第二章の概説）を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

 

 

30 

４ 日本における教育課

程の歴史的展開 

学習指導要領の変遷 

（戦後「新教育」～教育課程の現

代化） 

テキスト(p.32～35)、学制百二十年史』

（第二編第一章の概説、第二編第二章

の概説）を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

 

 

30 

５ 日本における教育課

程の歴史的展開 

学習指導要領の変遷 

（人間中心カリキュラム～「生き

る力」「ゆとり」） 

テキスト(p.32～35)、学制百二十年史』

（第三編第一章第一節）を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

 

 

30 

６ 日本における教育課

程の歴史的展開 

近年の学習指導要領改訂の経過

と特徴 （「確かな学力」～平成29

年3月改訂、アクティブ・ラーニ

ングなど） 

テキスト(p.179～194)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

７ 教育課程編成と学校

組織 

教育課程編成の主体 

学校組織（校務分掌）など 

テキスト(p.37～50)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

８ 学校種ごとの教育課

程編成の特徴 

小学校・中学校の学習指導要領お

よび教育課程 

テキスト(p.51～86)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

９ 学校種ごとの教育課

程編成の特徴 

高等学校・特別支援学校の学習指

導要領および教育課程 

テキスト(p.87~114)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 教育課程における道

徳教育や教科外活動

の位置づけ 

道徳教育をめぐる政策動向、特

別活動・総合的な学習の時間の

理念と実践例 

テキスト(p.130~147)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

11 社会に開かれた教育

課程 

コミュニティスクール（学校運営

協議会）、学校評議員、学校支援地

域本部 

文部科学省HPに掲載されている「コミ

ュニティ・スクールパンフレット」を読

む。 

授業の内容を復習する。 

60 

 

 

30 

12 特色ある教育課程 国内の特色ある教育課程や、諸 

 

外国の教育課程の理論や実践 

テキスト(p.65、165～178)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

13 教育課程の評価 評価の意義・役割、学校評価ガ

イドライン、指導要録 

テキスト(p.148~164)を読む。 

授業の内容を復習する。 

60 

30 

14 教育課程の計画・実施・

評価・改善 

総合的な学習の時間などの年間

指導計画を作成し、発表する。 

総合的な学習の時間などの年間指導計

画を事前に入手し、それらに参考に、新

規の指導計画または改善した計画を作

成する。 

他の受講生の発表や指摘を受けて、さら

に計画を改善する。 

120 

 

 

 

60 

15 まとめ 

教育課程編成の今後

について 

学校教育を取り巻く社会的状況

（情報化、子どもの貧困など）。 

「コンテンツ」から「コンピテン

シー」へ。 

授業内容全体の総括とまとめ 

評価試験の準備 

 

60 

120 

 

【テキスト】古川治ほか『教職をめざす人のための教育課程論』北大路書房、2015年 

【参考書・参考資料等】 

・『学制百年史』『学制百二十年史』（いずれも文部科学省ホームページに掲載）。 

・「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答

申）」平成 28年12月、中央教育審議会 

・その他、随時配布または指示する 

【成績評価基準・方法】 

 第14回の発表(40％)、授業後の感想・疑問点などの提出（10％）、評価試験(50％)を総合的 

に評価する。 



教科番号 6516 授業科目：数学科教育法Ⅰ（Education Mathematics MethodologyⅠ）  

開講時期 前期 （全）学科 （３）年 （２）単位   担当者：  植村 哲郎  

【授業の到達目標】 

 この講義では，中学校・高等学校の数学科教育について次のことを目標とする。 

１．目標及び内容の理解 

２．カリキュラムの作成法の修得 

３．教科指導法の修得 

【授業の概要】 

 中学校・高等学校で数学を指導するために必要としている数学の基礎を学ぶとともに、数学の教育目標、内容、指導法につい

て、理解させる。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 指導目標の研究 指導目標の具体化 シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 指導目標の変換 

 ① 

指導内容と目標  テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 指導目標の変換 

 ② 

数学教育の現代化 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ 教材の研究 ① 数・式 取り扱いを工夫したい教材 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

５ 教材の研究 ② 関数 取り扱いを工夫したい教材 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 教材の研究 ③ 図形に関する導入例・指導例 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

７ 教材の研究 ④ 代数に関する導入例・指導例 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

８ 教材の研究 ⑤ 幾何に関する導入例・指導例 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ 教材の研究 ⑥ 解析に関する導入例・指導例 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

10 教材教具の生かし方 教材・教具とは 黒板・掛け図等 Ｏ

ＨＰ・ＴＶ等教育工学用具等 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 教材の使用例 教科書・補助教材等 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 具体的な指導技術 板書・話し方・要点のまとめ方・生徒

の質問・ノ－トの取らせ方等 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

13 指導方法 教師の受動的な働き・教室内における

教師の動き 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 評価 評価の意義・指導と評価・絶対評価と

相対評価の話合い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 評価・講評 評価の方法、書かせて評価、話させて

評価等・講評の話合い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  数学科教育法   牧野書店 

【参考書・参考資料等】   配布資料 

【成績評価基準・方法】  ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（30%）、試験（40%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 



教科番号 6517 授業科目： 数学科教育法Ⅱ （Education Mathematics Methodology Ⅱ）  

開講時期 後期 （全）学科 （３）年 （２）単位   担当者：  植村 哲郎    

【授業の到達目標】 

 この講義では，中学校・高等学校の数学科教育について次のことを目標とする。 

１．目標及び内容の理解 

２．カリキュラムの作成法の修得 

３．教科指導法の修得 

【授業の概要】 

 教育目標、内容、指導法を理解した上で教育方法、技術を修得し、具体的な指導法を身につける。  

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 数学教育の現代 

化 

現代の数学教育の発展 シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 考える力を育てる 数学教育において考える力を育てる授

業づくり 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 発展的な学習と 

補充 

発展的な学習と補充的な学習 

として、どのような学習を行う 

のか 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ 評価 （１） 評価の意義とその目的 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

５ 評価 （２） 評価の方法、書かせる評価、話させて

評価する方法 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 学習指導要領 

 （１） 

中学校学習指導要領「数学」 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

７ 学習指導要領 

 （２） 

高等学校学習指導要領「数学」 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 戦後の指導法の変換 戦後の数学の指導法の移り変わりにつ

いての話し合い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ 教授・学習理論 

（１） 

１6 世紀以降の教育者、思想家から学

習を考える 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 教授・学習理論 

（２） 

デューイ、ピアジェ等の学習理論から

学習を考える 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 教授・学習理論 

（３） 

近年の学習理論 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 教育メディアの活用(1) インターネットを利用した教材作成 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

13 教育メディアの活用(2) マルチメディアを利用した教材の事例 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 模擬授業 

 （１） 

各自の指導案にそって模擬授業を実施 模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 模擬授業  

（２） 

各自の指導案にそって模擬授業を実施 模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  数学科教育法   牧野書店 

【参考書・参考資料等】  配布資料   

【成績評価基準・方法】  模擬授業（40％）、レポ－ト（30％）、プレゼンテ－シヨン（30％）で総合的に評価する。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

教科番号 6518 授業科目：数学科教育法Ⅲ（Education Mathematics MethodologyⅢ）  

開講時期 前期 （全）学科 （４）年 （２）単位   担当者：  植村 哲郎  

【授業の到達目標及びテーマ】 

 この講義では，中学校・高等学校の数学科教育について次のことを目標とする。 

１．目標及び内容の理解 

２．カリキュラムの作成法の修得 

３．教科指導法の修得 

【授業の概要】 

 教育目標、内容、指導法を理解した上で学習指導案を作成し、模擬授業の実践を通して具体的な指導法を身につける。 

授業計画 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 正負の数 正の数と負の数の導入例、文字の導入

例 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 方程式 一元一次方程式、連立二次方 

程式の解き方と指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 乗法・因数分解 式の展開と因数分解、2 次方程式の導

入例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ 図形の模擬授業 平面図形と作図に関する導入例、指導

例 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

５ 平行線と角 平行線と角・三角形の内角の和に関す

る導入例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 図形と証明 証明の進め方・合同の利用・平行四辺

形の証明の導入例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

７ 円周の定理 円周角の定理・円に内接する四角形に

関する導入例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 確率の模擬授業 確率（実験・問題）確率の求め方や導

入例・指導例 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

９ 三平方の定理 図形の使い方・導入と展開の指導例 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 2次関数 関数・点・グラフに関する導入例・指

導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 相似図形 平行線と線分・比・面積比に関する導

入例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 三角比の模擬授業 三角形の相互関係・公式に関する導入

例・指導例 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

13 個数の処理 集合・順列・組み合わせに関する導入

例・指導例 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 ベクトルの模擬授業 平行・垂直・内積・位置ベクトルに関

する導入例・指導例 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 複素数の模擬授業 解と係数の関係、剰余・因数定理、複

素平面の導入例・指導例 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  数学科教育法   牧野書店 

【参考書・参考資料等】  配布資料   

【成績評価基準・方法】  模擬授業（40％）、レポ－ト（30％）、プレゼンテ－シヨン（30％）で総合的に評価する。 



 

 

 

 

 

 

教科番号 6551 授業科目：数学科教育法Ⅳ（Education Mathematics Methodology Ⅳ）  

開講時期 後期 （全）学科 （４）年 （２）単位   担当者：  植村 哲郎   

【授業の到達目標及びテーマ】 

 この講義では，中学校・高等学校の数学科教育について次のことを目標とする。 

１．目標及び内容の理解 

２．カリキュラムの作成法の修得 

３．教科指導法の修得 

【授業の概要】 

 中学校や高等学校の数学における、教育課程の意義及び編成の方法を学ぶ。中学校や高等学校での数学の指導方法及び技術も習

得しながら、授業内容全体を見て、授業案・授業詳細を構築する能力を養う。  

授業計画 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 講義と学生による 

討論・発表 １ 

中学校の学習指導要領、教育課程 

の意義、教科の目標 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

２ 講義と学生による討論・発

表 ２ 

中学校の学習指導要領 教育課程の意

義 内容・その取扱い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

３ 講義と学生による 

討論・発表 ３ 

中学校の学習指導要領 

 教育課程の編成の方法 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

４ 講義と学生による討論・発

表 ４ 

高等学校の学習指導要領 教育課程の

意義 教科の目標 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

５ 講義と学生による討論・発

表 ５ 

高等学校の学習指導要領 教育課程の

意義 内容・その取扱い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

６ 講義と学生による討論・発

表 ６ 

高等学校の学習指導要領 教育課程の

編成の方法 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

７ 講義と学生による討論・発

表 ７ 

中学校指導案・指導細案作成について テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

８ 講義と学生による討論・発

表 ８ 

高等学校指導案・指導細案作成につい

て 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ グループ学習 １ 中学校の指導案作成 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

10 グループ学習 ２ 高等学校の指導案作成 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

11 自由討論 日本における数学教育の現状 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

12 授業を創る、模擬授業 １ 具体的な教材を通して代数の指導につ

いて考える 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

13 授業を創る、模擬授業 ２ 具体的な教材を通して関数の指導につ

いて考える 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

14 授業を創る、模擬授業 ３ 具体的な教材を通して幾何の指導につ

いて考える 

模擬授業の準備をする。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 まとめと総括 レポート提出とまとめ レポート作成をする。 

ノートのまとめをする。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  数学科教育法   牧野書店 

【参考書・参考資料等】  配布資料   

【成績評価基準・方法】   模擬授業（40％）、レポ－ト（30％）、プレゼンテ－シヨン（30％）で総合的に評価する。 



教科番 ６５１９ 授業科目：技術科教育法Ⅰ 

開講時期   前期  （全）学科（３）年（２）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

  中学校「技術・家庭科」において技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の

中学校教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】    

  科学と技術の関係から技術教育の必要性を理解させ，技術の歴史と発展，教育改革と技術・家庭科教育の変遷か

ら，新しい中学校学習指導要領の「技術・家庭科」の内容がどのように変わってきたかを解説し，理解を図る。 

【授業要旨】 

回        題目             授業内容 学習課題（予習復習） 時間 

 １ 科学と技術 

 

 科学と技術の関係及び科学技術の発達と人間

生活 

科学と技術の関係を整理する。 60 

 

 ２ 学校教育と技術教師の役

割 

 学校における技術担当教師の活躍の場 技術教師の役割をレポートする

。 

60 

 

 ３ 学校教育制度の変遷と技

術教育 

 諸外国の技術教育の変遷とその背景 諸外国の技術教育の変遷をまと

める。 

60 

 

 ４ 技術の歩みと技術教育  諸外国の技術教育の歩み（戦前・戦後） 復習 戦前戦後の技術の歩みをま

とめるレポート 

120 

 

 ５ 
 

我が国における技術科教

育の変遷１ 

 徒弟制手工業の時代から戦前まで 戦前の技術科教育の変遷をまと

める 

120 

 

 ６ 我が国における技術科教

育の変遷２ 

 戦後の技術科教育の変遷 戦後の技術科教育の変遷をまとめる 150 

 

７ 新学習指導要領の改訂内

容 

 新学習指導要領の改訂の背景とねらい 新学習指導要領の改訂の背景とね

らいをまとめる。 

90 

８ 技術・家庭の目標・内容

１ 

 技術・家庭科の目標の変更点について 目標の変更点についてまとめる。 60 

 

 ９ 

 
 技術・家庭の目標・内容

２ 

 技術分野の目標の変更点と内容の扱いについ

て 

予習 学習指導要領を基に目標を

抜き出す。 

120 

 

10 

 

学習指導計画の作成１  指導計画作成上の留意点 

 

指導計画作成上の留意点を復習 60 

 

 

11 
学習指導計画の作成２  ３学年間を見通した学習指導計画の作成（

演習） 

学習指導計画の作成 

  演習準備 

180 

 

12 

 

技術科の運営１ 

 

 技術科の運営（生徒管理） 技術科の運営のまとめ 

 

60 

 

 

13 
 

技術科の運営２ 

 

 技術準備室，教室の管理 

 

準備室，教室の管理まとめ 60 

 

14 
 
 

技術教育と他教科とのか

かわり 

 

 他教科（特に理科・数学）の内容等の把

握の必要性 

 

復習 テキストを基に図工，社

会，総合の関係をﾚﾎﾟ-ﾄ 

180 

 

 

15 
 
 

まとめ 

 

 学習のまとめと総括 

技術科教育の重要性についてディスカッシ

ョン 

期末試験のために総復習とディス

カッションの下調べ 

120 

 

 

【テキスト】   中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）            文部

科学省 教育図書  

【参考書・参考資料等】・ 自作資料提供  ・中学校「技術・家庭科」教科書 

【成績評価基準・方法】  試験（60％），レポート・受講態度（40％）等により総合的 

に判断し評価する 

 

 

 

 



教科番号 ６５２０ 授業科目：技術科教育法Ⅱ 

開講時期   後期  （全）学科（３）年（２）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

  中学校「技術・家庭科」において技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の

中学校教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】    

   中学校「技術・家庭科」において技術分野の目標達成のための指導に必要な基礎的知識・技術と指導法を解説

する。学習指導の中心となる学習指導要領の指導内容と学習指導について解説するとともに教育機器の種類と特

徴と効果的な活用法について指導する。 

 

【授業要旨】 

回        題目             授業内容 学習課題（予習復習） 時間 

 １ 
 

教育基本法・学校教育法
と技術科教育 

 技術科教育の位置づけのバックボーンであ
る教育基本法・学校教育法の解説 

教育基本法・学校教育法と技
術科教育の関係をまとめる。 

 60 
 
 

 ２ 技術科教育の意義と役割  技術・家庭科教育の存在意義と技術担当教

師の役割 

技術・家庭科教育の存在意義

をまとめる。 

 60 
 

 ３ 「Ａ材料と加工に関する
技術」の指導法の研究１ 

「Ａ材料と加工に関する技術」の学習内容と
留意点 
 

「Ａ」の学習内容と留意点を
復習し演習に備える。 

120 
 
 

 ４ 「Ａ材料と加工に関する
技術」の指導法の研究２ 

「Ａ材料と加工に関する技術」の展開（演習
） 
 

「Ａ」の展開（演習）後の改
善を行う。 
 

120 
 
 

 ５  「Ｂエネルギー変換に
関する技術」の指導法の
研究１ 

「Ｂエネルギー変換に関する技術」の学習内
容と留意点 
 

「Ｂ」の学習内容と留意点を
復習し演習に備える。 

120 
 
 

 ６ 「Ｂエネルギー変換に関
する技術」の指導法の研
究２ 

「Ｂエネルギー変換に関する技術」の展開（
演習） 
 

「Ａ」の展開（演習）後の改
善を行う。 
 

120 
 
 

 ７ 
 

「Ｃ生物育成に関する技
術」の指導法の研究１ 

「Ｃ生物育成に関する技術」 の学習内容と
留意点 
 

「Ｃ」の学習内容と留意点を
復習し演習に備える。 

120 
 
 

 ８ 
 

 「Ｃ生物育成に関する技
術」の指導法の研究２ 

「Ｃ生物育成に関する技術」 の展開（演習） 
 

「Ｃ」の展開（演習）後の改善
を行う。 
 

120  
 
 

 ９ 
 

 「Ｄ情報に関する技術
」の指導法の研究１ 

「Ｄ情報に関する技術」の学習内容と留意点 
 

「Ｄ」の学習内容と留意点を
復習し演習に備える。 

120 
 
 

10 
 
 

 「Ｄ情報に関する技術
の指導法の研究２ 

「Ｄ情報に関する技術」の展開（演習） 
 

「Ｄ」の展開（演習）後の改
善を行う。 
 

120 
  
 

11 
 

教育機器の種類と特徴  ＯＨＰ，ＶＴＲ，ＰＣ，プロジェクター，
カメラｅｔｃ 

教育機器の種類と特徴をまと
める。 

 60 
 

12 
 

教育機器の効果的な活用  技術・家庭科における教育機器の効果的な活用 教育機器の効果的な活用をまと
める。 

 60 
 

13 
 

技術科と指導方法改善１  教材・教具の必要性と活用 
  

教材・教具の必要性と活用法を
まとめる。 

 60 
 

14 
 

 技術科と指導方法改善
２ 

 技術科の授業と指導方法改善 
自作教具の作成 

自作教具の工夫と作成 
 

180 
 

15 
 
 

まとめ 
 
 

 学習のまとめと総括 
技術科教育の課題とその対策についてディス
カッション 

 ディスカッションに向けての
下準備予習 
 

120 
 
 

【テキスト】   中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）            文部

科学省 教育図書  

【参考書・参考資料等】・ 自作資料提供  ・中学校「技術・家庭科」教科書 

 

【成績評価基準・方法】  試験（60％），レポート・受講態度（40％）等により総合的 

に判断し評価する 

 

 

 



教科番号 ６５２１ 授業科目：技術科教育法Ⅲ 

開講時期   前期  （全）学科（４）年（２）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

  中学校「技術・家庭科」において技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の

中学校教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】    

  教育実習を前提に「技術・家庭科」の指導と評価の一体化について解説し，フローチャートを用いた指導案の作

成，その後模擬授業と授業評価の演習をとおして，授業設計の基礎を身に付けさせる。 

【授業要旨】 

回        題目             授業内容 学習課題（予習復習） 時間 

 １ 教育実習の心構え 
 

 先輩たちの経験を基に教育実習の実情を知らせ
心の準備をさせる。 

心の準備をまとめる。 
 

 60 
 

 ２ 学習意欲と知的好奇心の

喚起 

 知的好奇心と「分かる・できる」というこ

との関係 

学習意欲と知的好奇心の関係

をまとめる。 

 60 

 ３ 
 

学習理論の進化 
 
 

 プロジェクト法，問題解決学習，問題解決的学
習の長所・短所と技術科教育 

問題解決学習と問題解決的学習
の違いをまとめる。 

 60 
 
 

  

４ 
 指導と評価の一体化１ 

 

 診断的評価，形成的評価とＫＲ情報の与え方 

 
診断的評価，形成的評価の関係

と必要性についてまとめる。 

 60 
 

 

 ５ 
 

 
 指導と評価の一体化２ 

 
 テスト問題の工夫と総括的評価の工夫 

 
テスト問題を作る。 
予習・復習 

 
120 
 

 ６   

技術・家庭科の授業設
計 

 
 ワークシート，板書計画，口述書の準備 

 
ワークシート，板書計画，口
述書を作る。 

 

120 
 

 
 ７ 

 
学習形態と授業分析 

 学習目標達成のための学習形態の工夫と授業分
析 

学習目標と授業分析の関係をま
とめる。 

 60 
 

 ８ 技術科教育における教材
・教具の必要性 

 技術科教育における教材・教具の必要性と効果 
 

教具の構想と設計図の作成 
 

120  
 
 

９ フローチャートを用いた

学習指導案 

 フローチャートを用いた学習指導案の実際例 フローチャートの図記号をまと

める。 

  

60 

 

10 

 

 
学習指導案の作成１ 

 
（演習・レポート） 

 

 学習指導案の準備 
 

180 

 

11 
 
学習指導案の作成２ 

 
（演習・レポート） 

 

 学習指導案の準備 
 

180 

 

12 
 
模擬授業１ 
 

 演習・レポートをもとに模擬授業１の実践  

 学習指導案の準備 
 

180 
 

 

14 
 

 
模擬授業と授業評価 

 
 授業評価の視点と授業評価の考え方 

 

 授業評価を基に改善策のま
とめ 

 

 60 
 

 

15 
 
 

まとめ 
 
 
 

 学習のまとめと総括 
技術科の模擬授業を通して学んだこととその
対策についてディスカッション 

 ディスカッションに向けての
下準備予習 
 
 

 

120 
 

【テキスト】   中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）            文部

科学省 教育図書  

【参考書・参考資料等】・ 自作資料提供  ・中学校「技術・家庭科」教科書 

 

【成績評価基準・方法】  試験（60％），レポート・受講態度（40％）等により総合的 

に判断し評価する 

 

 

 

 

 

 



教科番号 ６５５２ 授業科目：技術科教育法Ⅳ 

開講時期   後期  （全）学科（４）年（２）単位  担当者 ：   中薗 政彦 

【授業の到達目標】 

  中学校「技術・家庭科」において技術分野の指導に必要な基礎的・基本的な知識や技能について理解し，将来の

中学校教員としての資質・能力を身に付ける。 

【授業の概要】    

 中学校「技術・家庭科」の現状と課題を理解させた上で，施設・設備の充実の方法や教室環境づくり，学習訓練

など教科経営について具体例を引きながら解説する。教育実習での授業経験を基に科学的根拠に基づいた教材研究

を行わせ，指導方法改善に努めさせる。 

 技術科教育の中の道徳の指導や職業準備教育としての技術科教育，これからの技術科教育について研究討議をし

ながら考えさせていく。  

【授業要旨】 

回        題目             授業内容 学習課題（予習復習） 時間 

 １ 中学校技術教育の現状  中学校技術教育の現状  
 

中学校技術教育の現状 
をまとめる。 

 60 
 

 ２ 中学校技術教育の課題 
 

 中学校技術教育の課題  
 
 

中学校技術教育の課題 
に対する対応をまとめる。 

 60 
 
 

 ３ 
 

技術科の施設・設備 

 

 施設設備の充実と整理整頓，教室環境の整

備 

 

技術科の施設・設備について

まとめる。 

 

 60 

 

 

  

４ 
技術科の安全教育 
 

 技術科の授業中の安全確保の条件整備と指導 授業中の安全確保についてまと

める。 

 

 60 

 ５  授業設計１ 

 

 授業設計１と教材研究（演習） 

 

教材研究 

 

120 

 

６  授業設計２ 

 

 授業設計２と教材研究（演習） 

 

教材研究 

 

120 

 

７  授業設計３ 
 

 授業設計３と教材研究（演習） 
 

教材研究 
 

120 

８ 

 

 授業設計４ 

 

 授業設計４と教材研究（演習） 

 

教材研究 

 

120  

 

 ９  授業設計５ 
 

 授業設計５と教材研究（演習） 
 

教材研究 
 

120 
 

10 

 

 単元指導計画の作成  
（演習・レポート） 

 

レポート作成 
180 
 

11 
 

 技術科教育と学習訓練  実習中の行動，授業中の行動，工具の使用
，後始末，あいさつ等 

 

学習訓練をまとめる。 
 

 60  
 

12 
 
 
 

技術科教育の中での道徳
の指導 
 
 

 道徳の内容を教科の中でも指導することが学習
指導要領で示されている。具体例を提示して
研究討議させる 

 

研究討議の準備 
 
 

120  
 
 
 

13 
 

職業準備教育としての技
術科教育 

 職業準備教育としての技術科教育の必要性
について研究討議 

 

研究討議の準備 
 

120  
 

14 
 

これからの技術科教育  これからの技術科教育について研究討議  

研究討議の準備 
 

120 
 

15 
 
 

まとめ 
 
 

 学習のまとめと総括 
これからの技術科教育についてディスカッシ
ョンして深化を図る。 

 ディスカッションに向けての
下準備予習 
 

120 
 
 

【テキスト】   中学校学習指導要領解説－技術・家庭編－（平成２０年９月）            文部

科学省 教育図書  

【参考書・参考資料等】・ 自作資料提供  ・中学校「技術・家庭科」教科書 

【成績評価基準・方法】  レポート（60％），発表・受講態度（40％）等により総合的 

に判断し評価する。 

 

 

 



教科番号 6522 授業科目：工業科教育法Ⅰ（Teaching Theory of Technical Engineering Ⅰ） 

開講時期 前期 （全）学科 （３，４） 年 （２）単位    担当者： 徳永 博仁 

【授業の到達目標】 

・工業教員を目指す学生にとって必要な教科「工業」の基礎的基本的な知識と技術を習得する。 

・工業教育の目標と役割を理解し,学習指導や技術指導など実践的指導力を身につける。 

・工業科の教育課程や年間指導計画,学習指導案等について理解を深める。 

【授業の概要】 

 学習指導要領の教科「工業」の内容や学校をとりまく環境の変化や教育改革等について解説するととともに 本学 OB 教師の

体験談や学校現場の優れた実践事例などの情報を多く取り入れ理解の深化を図る。また工業教育 への実践的指導力を涵養するた

め,模擬授業やアクティブ・ラーニングを実施する。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
オリエンテーション 

工業科教育法Ⅰの内容と 

工業高校の現状 

教師のあるべき姿について考察する 

授業の内容を復習する 

30 

60 

２ 

工業教育の目的と役割 

技術立国日本を支えてきた工業

高校卒技術者の姿や「ものづくり

は人づくり」の意味について解説 

課題「教師を目指して」のまとめ 

授業の内容を復習する 

30 

60 

３ 工業教育の変遷 （そ

の１)  

戦前の工業教育について 

明治～大正～昭和初期 

明治～大正時代の日本の姿について 

授業の内容を復習する 

30 

60 

４ 
工業教育の変遷 （そ

の2)  

戦後の工業教育と教育改革 新

制高校発足から現在に至るまで

の変遷 

戦後の日本の経済復興について 

提出課題「日本の発展と工業高卒技術者の

活躍について」についてまとめる 

30 

60 

５ 
教育関係法規と学習指

導要領 

憲法・教育基本法・学校教育法・

学校教育法施行規則など学習指

導要領に関連する法規解説 

提出課題のまとめ 

授業の内容を復習する 

30 

60 

６ 学習指導要領と教科

「工業」の規定 

教科「工業」に関する諸規定につ

いて解説 

学習指導要領[工業]編の資料を一読 

諸規定について再度確認する 

60 

60 

７ 
工業科の教育課程と学

習指導 

教育課程編成と学習指導上の留

意点についての説明と前時の小

テスト実施 

小テストへの備え 

KR情報など学習指導の要点を復習する 

60 

60 

８ 学習指導案作成 （そ

の1) 

学習指導案の形式と作成上の留

意点・・作成演習 

学習指導案の意義について調べる 

課題「学習指導案の作成」について 

60 

100 

９ 学習指導案作成 （そ

の2) 

学習指導案作成演習と 

課題テスト 

課題のまとめ 

模擬授業に備えて説明の仕方の考察 

60 

60 

10 
模擬授業(その①) 

模擬授業と授業研究 

学生間の授業評価と討議 

模擬授業課題の説明の仕方について 

自分の模擬授業とその評価を省みる 

60 

60 

11 
模擬授業(その②) 

模擬授業と授業研究 

学生間の授業評価と討議 

模擬授業の説明の仕方について 

自分の模擬授業とその評価を省みる 

60 

60 

12 「工業科教育法」の実

践～先輩講話 

第一工大OB教師による 

工業教育の実践講話 

工業科教師のあるべき姿について考察 

課題[先輩教師の講話感想]のまとめ 

30 

100 

13 「実習」「製図」 

「課題研究」の指導 

「ものづくり教育」の中心となる

実技的科目の指導上の留意点 

提出課題のまとめ 

授業の内容を復習する 

30 

60 

14 
工業教育の現状と課題 

工業高校の現状と学校活性化に

向けた様々な取組 

学校活性化方策について調べる 

授業の内容を復習する 

30 

60 

15 
全体まとめ 

授業全体を振り返り要点を再確

認する 

配布資料の整理 

期末テストに備え授業の内容を復習 

60 

100 

【テキスト】 テキストは特に定めない。 毎時間,授業の骨子・内容に関するプリントを用意する。 

【参考書・参考資料等】 高等学校学習指導要領  高等学校学習指導要領解説 教科「工業」編 

【成績評価基準・方法】 資料の整理&課題提出状況(30%)、試験(30%)、 授業への参加状況(40%) 

 

 



教科番号 6523 授業科目：工業科教育法Ⅱ（Teaching Theory of Technical Engineering Ⅱ） 

開講時期 後期 （全）学科 （３，４） 年 （２）単位    担当者： 徳永 博仁 

【授業の到達目標】 

・法令や学習指導要領を踏まえ,工業科の教育課程と学習指導について理解を深める。 

・「工業科教育法Ⅰ」の学習内容に加え,工業高校の各種の教育活動について理解する。 

・工業高校における「ものづくり教育」の実践に必要な知識・技術を習得する。 

【授業の概要】 

 「工業科教育法Ⅰ」学習との関連を図りながら,工業教育に関する必要な基礎的・基本的事項や教育活動につ いて解説する。

更に学生が専攻する学科の科目について指導案の作成演習・模擬授業やアクティプ・ラーニングによる授業研究とともに第

一工大OB教師による講話等により実践的指導力の向上を図る。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 
序論 

工業科教育法Ⅰの総括と 

教員採用試験の現況等 

工業科教育法Ⅰの資料を復習する 

配布資料の学習内容を復習する 

30 

60 

２ 
学校運営（その１） 

工業高校と教育行政機関につ

いて解説する 

事前配布資料読む 

配布資料の学習内容を復習する 

30 

60 

３ 
学校運営（その2） 

校務分掌と職員会議について

解説する 

校務分掌・職員会議について調べる 

学習内容を復習する 

60 

60 

４ 
学校運営（その3） 

工業高校のPTA・学級経営につ

いてその役割を説明する 

学級担任の任務について調べる 

学習内容を復習する 

60 

60 

５ 
教師の研修体系 

初任者研修・経験者研修・自主

研修等について 

初任者研修の目的について調べる 

学習内容を復習する 

30 

60 

６ 
工業高校の教育改革 

 （その1) 

ドイツのマイスター制度とジ

ュアルシステムを取り入れた

工業教育について 

マイスター制度とは何か予習して臨む 

ジュアルシステムの内容について復習する 

60 

60 

７ 
工業高校の教育改革 

 （その2) 

工業高校の教育活動（ものづく

り競技・資格取得等)近年の工

業高校の活動を紹介する 

ジュニアマイスター顕彰について調べる 

学習内容を復習する 

30 

 

60 

８ 工業高校における 

キャリア教育 

インターンシップなどキャリ

ア教育について解説する 

キャリア・キャリア形成とは何か調べる 

学習内容を復習する 

30 

60 

９ 
学習指導（その1) 

学習指導要領の趣旨を踏まえ

た学習指導案の作成する 

工業科教育法Ⅰの資料を復習する 

提出課題の指導案を作成する 

30 

60 

10 

学習指導（その2) 

課題の指導案を基にした模擬

授業とその内容を全体で討議

する 

授業の導入・展開の要点を復習する 

学習内容を復習する 

30 

60 

11 

学習指導（その3) 

課題の指導案を基にした模擬

授業とその内容を全体で討議

する 

生徒の評価について調べる 

学習内容を復習する 

30 

60 

12 工業教育の実践 

(先輩教師の講話) 

第一工大OB教師の講話により

優れた教育実践を学ぶ 

教師のあるべき姿について考える 

提出課題（講話の感想）をまとめる 

30 

100 

13 
望ましい教師像 

これからの工業教育と教師の

あるべき姿について討議 

工業教育に関する配布資料を読む 

討議内容を整理する 

30 

60 

14 工業高校における 

環境教育 

教科「工業」の目標に従い環境

問題について説明する 

地球温暖化について調べる 

課題「環境問題と工業教育の役割」のまとめ 

30 

100 

15 
まとめ 

工業教育の基本的事項につい

て総括する 

これまでの配布資料の整理をする 

工業教育全般について復習する 

30 

60 

【テキスト】 テキストは特に定めない。 毎時間,授業の骨子・内容に関するプリントを用意する。 

【参考書・参考資料等】 高等学校学習指導要領  高等学校学習指導要領解説 教科「工業」編 

【成績評価基準・方法】 資料の整理&課題提出状況(30%)、試験(30%)、 授業への参加状況(40%) 

 



教科番号 6541 授業科目：情報科教育法Ⅰ 

（ Instruction Method of Information Education Ⅰ ） 

開講時期 前期 （全）学科 （３）年 （２）単位 担当者： 内村 俊二、當金 一郎 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 １．教科「情報」の設置の経緯と趣旨を理解する。 

２．教科「情報」の指導方法を理解する。 

３．教科「情報」の生徒の活動を体現し、指導に生かす。 

【授業の概要】 

高等学校の情報教育の目的を踏まえて、情報ネットワーク社会に適応できるよう教育指導する方法を講述

する。普通教科「情報」の概要を説明し、情報活用のための実践と学習指導、情報の科学的理解と情報処理に

ついて述べる。 

授業計画 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 情報教育 情報教育の経緯、教科「情報」

の特質、教育政策 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 諸外国の情報教育 英国の情報教育教師、オースト

ラリアの情報教育 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 情報教育の教授モ

デル 

学習活動モデル、情報教育指導

の姿勢、学習指導計画 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ 普通教科「情報」 情報活用の実践力、情報の科学

的理解、社会への参画態度 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

５ 情報A、情報B 情報A,Bの目標、情報A,Bの内

容、情報A,Bの授業設計 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 情報C、ネット規制 情報Cの目標、内容、授業設計、

ネット規制に関する討論 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

７ 情報活用のための

実践力 

メディアの活用、学習形態と学

習方法についての話合い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

８ 情報収集の学習指

導 

情報の収集・処理、問題解決と

情報、情報の整理と管理 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

９ 情報発信の学習指

導 

情報の発信・伝達の学習指導、

情報の収集・発信の評価 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 情報の科学的理解 情報の科学的理解、情報科学の

発展、コンピュータの仕組み 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 情報の処理 ソフトウエア、アルゴリズム、

情報処理の基礎技術 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 情報通信ネットワ

ーク 

情報通信ネットワークの発展、

ディジタル情報 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

13 マルチメディア 画像処理、マルチメディア表

現、情報処理と表現の評価 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 表現演習 発表スライドの作成 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 まとめ・模擬授業 講義のまとめ、模擬授業 模擬授業の準備をする。 

ノートの整理をする。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  情報科教育法   岡本敏雄、西野和典、香山瑞恵 編著   丸善  

【参考書・参考資料等】  高等学校学習指導要領解説 総則編   文部科学省   創栄図書印刷 

【成績評価基準・方法】  到達度試験（80%）、  模擬授業（20%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 



教科番号 6542 授業科目：情報科教育法Ⅱ 

（ Instruction Method of Information Education Ⅱ ） 

開講時期  後期  （全）学科 （３）年 （２）単位 担当者：内村 俊二、當金 一郎 

【授業の到達目標】 

１．情報社会 への健全な参画の指導法を理解する。 

２．教科「情報」の授業計画と学習指導案を理解する。 

３．模擬授業を通して実践的な指導力を身につける。 

【授業の概要】 

高等学校の情報教育の目的を踏まえて、情報ネットワーク社会に適応できるよう教育指導する方法を講述

する。情報社会への参画、教科「情報」と「総合的な学習の時間」との相違、授業計画、人的・物的要件につ

いて述べる。 

【授業計画】  

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 情報社会の仕組み 情報検索、情報の送受信、情報

の信頼性、匿名性 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 社会への健全な参

画 

情報倫理、利権侵害と自己責任 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 協調的ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

の展開法 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの形態、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの

ﾂｰﾙ、協調的ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

４ ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰと情報

の評価 

ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ教育、IT 機器の活

用、情報の評価 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

５ 総合的な学習の時

間 

経緯、趣旨とねらい、内容 テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 教科「情報」との相

違 

教育課程、教育目標と内容、指

導方法、評価の比較 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

７ 教科「情報」からの

観点 

実践力、科学的理解、社会参画

の態度 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 情報活用と自己表

現 

情報活用能力、情報創造力、自

己表現力についての話合い 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ 授業計画と学習指

導の案 

授業設計、授業計画の立案、学

習指導の立案 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 学習活動の指導方

法 

情報活用能力、情報創造力、自

己表現力の育成 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 教科「情報」の社会

的要因 

制度、施策・政策、研究開発・

授業実践の動向 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 学習基盤の整備 ハード・ソフト、LANの導入、

セキュリティ対策 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

13 情報教育の人的資

源 

企業・大学・地域、地域との連

携、家庭と学校 

テキストを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 授業計画 本時の授業計画の作成 テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 まとめ・模擬授業 講義のまとめ、模擬授業 模擬授業の準備をする。 

ノートの整理をする。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  情報科教育法   岡本敏雄、西野和典、香山瑞恵 編著   丸善  

【参考書・参考資料等】  高等学校学習指導要領解説 総則編   文部科学省   創栄図書印刷 

【成績評価基準・方法】  到達度試験（80%）、  模擬授業（20%）で総合的な評価を行う。 

 

 



教科番号 6524 授業科目： 道徳教育（Ｍｏｒａｌ Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ） 

開講時期 後期 （ 全 ）学科（３）年（２）単位     担当者： 白 川    智 

【授業の到達目標】 

学校教育における道徳教育に関してその目標を理解し、「特別の教科 道徳」の指導計画と展開に 

ついての認識を深めて学習指導の基礎を培うとともに、教師としての資質向上の基礎のはぐくみにもつなげ、その

後の教育実習に生かせるようにする。 

【授業の概要】 

 「中学校学習指導要領」を中心資料とし、道徳教育の目標や「特別の教科 道徳」のねらいと生徒の発達段階に応

じた道徳性を身に付けさせる内容や指導方法等について、具体的・実践的な内容も盛り込みながら、その理解深化

と確実な定着を図るとともに、主体的な学びが進められるよう下記のような授業（予習・復習を含めた）の工夫を

行う。 

① 各時に学習課題を設定するとともに、前時に資料を配付し、予習を推進することで学習内容への課題意識を高

め、授業での発表や話し合い、調べ等の能動的な学習を組織する。 

② 自学による復習問題への取組や前時の復習タイムを授業に位置づけ、学習の振り返りを多様化・多重化するこ 

とで学びの定着とその深化を図ようにする。具体的には、復習問題は前時までの学習の振り返りとして毎回取り

組ませ、授業の前半で確認後回収し、点検指導を行って次時で返却する。学生は各自でその確認を行うこととす

る。また、復習タイムは、授業時間の１０分間程度を使って、前時学習の要点確認を行うとともに学習の系統性

や課題意識の継続性をもたせて本時への導入ともする。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 道徳と道徳教育 道徳と道徳教育の意義・必要性 ・資料１のまとめ 

・復習問題①への対応 

６０ 

３０ 

２ 道徳教育の流れ 明治からの道徳教育 ・資料２のまとめ 

・復習問題①・②への対応 

６０ 

３０ 

３ 道徳教育の目標 道徳教育の目標と道徳性 ・資料３のまとめ 

・復習問題②・③への対応 

６０ 

３０ 

４ 道徳性の発達 道徳性の発達理論と中学生の

道徳性の発達段階 

・資料４のまとめ 

・復習問題③・④への対応 

６０ 

３０ 

５ 道徳教育の内容 道徳教育の内容・構成と内容の

取扱い方 

・資料５のまとめ 

・復習問題④・⑤への対応 

６０ 

３０ 

６ 道徳教育の推進 道徳教育の推進方法と配慮事

項 

・資料６のまとめ 

・復習問題⑤・⑥への対応 

６０ 

３０ 

７ 道徳教育の指導計画 指導計画の種類とその内容 ・資料７のまとめ 

・復習問題⑥・⑦への対応 

６０ 

３０ 

８ 道徳科の指導① 道徳科の目標と指導の基本方

針 

・資料８のまとめ 

・復習問題⑦・⑧への対応 

１２０ 

６０ 

９ 道徳科の指導② 学習指導案の内容と作成方法 ・資料９のまとめ 

・復習問題⑧・⑨への対応 

６０ 

３０ 

10 道徳科の指導③ 学習指導の創意工夫 ・資料10のまとめ 

・復習問題⑨・⑩への対応 

６０ 

３０ 

11 道徳科の指導④ 学習指導案作成 ・資料11のまとめ(学習指導案作成) 

・復習問題⑩・⑪への対応 

６０ 

３０ 

12 教育活動全体を通じて

行う道徳教育 

各教科等の特質に応じた指導

と道徳教育 

・資料12のまとめ 

・復習問題⑪・⑫への対応 

６０ 

３０ 

13 道徳教育における家庭

や地域社会との連携 

道徳教育における家庭や地域

社会との連携とそれぞれの役

割 

・資料13のまとめ 

・復習問題⑫・⑬への対応 

６０ 

３０ 

14 道徳教育の評価 道徳教育の評価の意義と方法 ・資料14のまとめ 

・復習問題⑬・⑭への対応 

６０ 

３０ 

15 道徳科の指導⑤ 道徳科の授業（学習指導案に基

づく） 

・授業の準備 

・全体の整理 

１２０ 

１２０ 



【テキスト】 中学校学習指導要領解説 －道徳編－（平成29年６月 発行予定）       

【参考書・参考資料等】 中学校学習指導要領（平成２９年３月 公布）  

            道徳教育に関する新聞記事等 

【成績評価基準・方法】 出席及び授業参加の状況、資料整理等（20％）、復習問題対応及び指導案作成（20％ ） 

             定期試験（60％）を総合的に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 6525 授業科目： 特別活動論（Special Curricular Activities） 

開講時期 後期 （全）学科  （３）年（２）単位   担当者： 原之園 政治 

【授業の到達目標】 

学校教育における特別活動について、その目標・教育的意義など学習指導要領等を通して理解するとともに、生徒理解や指

導方法等について習得してその後の教育実習等に生かせるようにする。 

【授業の概要】 

学校における特別活動の目標・教育的意義、特別活動の内容と指導方法等を講義で学ぶとともに、学教活動を通してディ

スカッションやグル－プ活動等も積極的に取り入れて実施する。 

【授業要旨】  

回数 題  目 授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 特別活動とは 特別活動の目標と内容 テキスト(P７~12)を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

２ 特別活動の意義 特別活動の意義、歴史的変遷 テキスト(P12~17)を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

３ 特別活動と他の

教育活動の関連 

特別活動と各教科、道徳、総

合、生徒指導との関連 

テキスト(P17~24) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

４ 特別活動の指導

内容 

望ましい人間関係づくり テキスト(P25~44) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

５ 学級活動の学習

指導案づくり 

例「情報社会におけるモラル」

を題材にして作成 

「学習指導案」とは何か、調べる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

６ 学級活動の学習

指導案づくり 

各自で、「学級活動学習指導

案」を作成 

「学習指導案」の構想を練る。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

３０ 

７ 学級活動の内容

と指導 

学級活動の指導計画、指導上

の留意点 

テキスト(P44~57) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

 ３０ 

８ 学級活動の実際 各自で学級活動を展開し、デ

ィスカッションを行う 

学級活動の構想を練る。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

９ 学級活動の展開 望ましい話し合い活動、 デ

ィスカッションを行う 

話し合い活動の構想を練る。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 生徒会活動の指

導 

生徒会活動の組織と内容、意

義 活動計画と運営 

テキスト(P58~73) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

11 クラブ活動の内

容と指導 

クラブ活動、部活動の意義・内

容とその指導 

クラブ活動の推移について、調べる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

12 学校行事の内容

と指導 

学校行事の意義と内容 テキスト(P74~91) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

13 特別活動におけ

る評価 

特別活動の評価と内容、各領

域における評価 

テキスト(P105) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

14 特別活動の課題 特別活動の充実と内容 テキスト(P1~6) を読み理解する。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

３０ 

15 課題解決とまと

め 

課題を挙げさせディスカッシ

ョンをしながらまとめる 

プリントの整理・まとめをする。 

テストに備え、準備をする。 

３０ 

１２０ 

【テキスト】  「中学校学習指導要領解説 特別編」文部科学省 編  株式会社ぎょうせい   

【参考書・参考資料等】   参考資料等を、授業中に適宜配布する。 

【成績評価基準・方法】  

ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポ－ト（10%）、試験（60%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 



授業科目 教育の方法と技術 教員の免許状取得のた

めの必修科目 単位数：２単位 担当教員名： 新地辰朗 
開講時期 前 期 

科     目 教職に関する科目（教育課程及び指導法に関する科目） 

各科目に含めることが必要な事項 教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 

【授業の到達目標及びテーマ】 

 教員のICT活用指導力の意義や内容を理解する。また，情報メディアを効果的に活用する授業を構想し，実践

できる基礎的な力量を習得する。 

【授業の概要】 

 本講義では、学校教育における情報メディア活用の歩みを整理しながら，情報メディアの種類や機能，映像の

認知，情報メディアを活用する児童生徒の学力等を検討し，情報化が進む学校教育における学びのあり方，さら

に教師に求められる力量としてのICT活用指導力について学ぶ。また，ICT（情報コミュニケーション技術）を活

用した実践的指導力を習得するために，実際に教材を作成し，模擬授業を実施する。模擬授業においては，授業

構想力，授業実践力，そして授業評価力の３つの観点から，授業力を整理する。 

 

授業計画 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教育における情

報メディア利用

の歩み 

科学技術の進展を捉えながら，教育に

おいて情報メディアに期待されてき

た機能について解説する。  

 テキスト1の第1章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

２ 情報メディアの

種類と機能 

非投影系メディア，音声メディア，映

画，放送メディア，コンピュータなど，

情報メディアの種類を整理する 

 テキスト1の第２章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

３ 映像の認知と情

報メディア利用

の効果 

映像のメッセージ性を整理した後に，

人が映像等を認知する際の傾向等を

検討する。 

 テキスト1の第5章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

４ 博物館・図書館

での情報メディ

ア活用 

教育施設としての博物館・図書館にお

ける情報メディア活用を整理し，学校

教育における効果的利用を考える。 

 テキスト1の第4章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

５ 情報メディアに

関わる学力 

国内外の動向を整理しながら，メディ

アについての教育や教員の ICT 活用

指導力「C 児童（生徒）の ICT 活用を

指導する能力」について解説する。 

 テキスト1の第3章を読み，ま

とめる。 

 テキスト 2 の第 4 章との関連を

整理する。 

４５ 

 

４５ 

６ 「教育の情報

化」の歩み 

情報メディアの中でも，特にコンピュ

ータやインターネットの活用に焦点

を当て，学校教育における情報化の意

義と歩みを整理する。  

 テキスト1の第6章を読み，ま

とめる。 

 テキスト2の第 1章との関連を

整理する。 

４５ 

 

４５ 

７ 教科指導におけ

るICT活用 

ICT活用指導力「A 教材研究・指導の

準備・評価などに ICT を活用する能

力」と「B 授業中に ICT を活用して

指導する能力」について解説する。 

 テキスト2の第3章を読み，ま

とめる。 

 テキスト2の第 2，7章との関連

を整理する 

４５ 

 

４５ 

８ 校務の情報化 ICT活用指導力「E 校務に ICT を活用

する能力」を解説しながら，校務の情

報化の意義と普及状況を紹介する。 

 テキスト2の第6章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

９ 情報モラル教育 ICT活用指導力「D 情報モラルなどを

指導する能力」を解説し，情報モラル

等を指導する際の留意点について整

理する。 

 テキスト2の第5章を読み，ま

とめる。 

 授業の内容を復習する。 

４５ 

 

４５ 

10 授業実践演習 

1-1 

プレゼンテーションソフト（フラッシ

ュ型教材等）による教材開発と授業デ

ザイン 

 教科等のねらいを達成するため

に有効なフラッシュ型教材を構

想する。 

９０ 



11 授業実践演習 

1-2 

プレゼンテーションソフト（フラッシ

ュ型教材等）を活用した模擬授業と相

互評価 

 フラッシュ型教材を活用する際

の生徒への働きかけ方を整理す

る。 

 相互評価の結果を整理する。 

４５ 

 

４５ 

12 授業実践演習 

1-3 

プレゼンテーションソフト（フラッシ

ュ型教材等）を活用した授業の改善 

 相互評価の結果を受け，フラッ

シュ型教材及び授業展開の改善

方策をまとめる。 

４５ 

 

４５ 

13 授業実践演習 

2-1 

映像コンテンツ活用を含む授業デザ

イン 

 インターネット上に公開されて

いる映像コンテンツを選択し，

内容や構成の特徴を整理する。 

９０ 

 

14 授業実践演習 

2-2  

映像コンテンツを活用した模擬授業

と評価 

 模擬授業を振り返り，映像コン

テンツの活用法及び授業展開に

ついて改善方策をまとめる。 

４５ 

 

４５ 

15 まとめ 教育の情報化に関わる現状と課題を

整理し，情報メディア活用に必要とな

る教師の力量について整理する 

 ICT活用指導力など，メディア

を教育的に活用する力量を自己

評価し，改善策をまとめる。 

９０ 

 

 

【テキスト】 

・テキスト1  改訂・視聴覚メディアと教育     佐賀啓男     樹村房 

・テキスト2  教育の情報化に関する手引き   文部科学省   開隆堂出版  

【参考書・参考資料等】   新・教育の方法と技術、平田啓一・町田隆哉編、教育出版 

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆受講態度（40%）、レポート（30%）、試験（30%）で総合的な評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

教科番号 ６５２７  授業科目：生徒指導論（ Theory of Methods of Student Guidance ） 

開講時期 後期 （ 全 ）学科（ ３ ）年（ ２ ）単位  担当者：切手 純孝 

【授業の到達目標】 

生徒指導及び進路指導の概念の理解に基づいた、実践的な指導ができることを目標とする。 

【授業の概要】 

教師は生徒指導及び進路指導の概念と機能を十分に理解し、また一人一人の生徒をよく理解して、適切な指導・

援助を行うことが大切である。 

本授業では、生徒指導及び進路指導の概念の理解に基づいた、実践的な生徒指導及び進路指導について、具体的

な事例を通して分かりやすく解説する。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 生徒指導の目的・

意義 

生徒指導の概念と目的、生徒指導の

領域・内容、生徒指導の歴史を学ぶ。 

資料のＰ１を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 生徒指導と教育諜

程との関連1 

生徒指導と教科・道徳との関連を学

ぶ。  

資料のＰ２～３を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 生徒指導と教育課

程との関連2 

生徒指導と特別活動・総合的な学習

との関連を学ぶ。 

資料のＰ４～５を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 生徒指導の組織と

計画 

生徒指導の組織体制、生徒指導計画

等について学習する。 

資料のＰ６～７を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 
生徒理解 

生徒理解の意味と機能、生徒理解の

領域・内容等について学ぶ。 

資料のＰ８～10を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 学校心理学の立場

からの生徒指導 

指導サービスと援助サービスの方

法とあり方等について学ぶ。 

テキスト(P17~19) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 
生徒指導の方法、

学級づくり 

学級担任の役割、学級づくり、学級

崩壊等について、グループ討議及び

グループ学習を行う。 

望ましい学級についてレポートを作

成する。 

授業の内容を復習する。 

１２０ 

 

６０ 

８ 生徒指導の方法、

集団指導１ 

集団指導の意味と意義、集団指導の

形態、集団活動の指導の在り方。 

テキスト(P27~29) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 生徒指導の方法、

集団指導２ 

生徒とのコミュニケーション進め

方と留意点について学ぶ。 

テキスト(P30~31) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 生徒指導の方法、

個別指導１ 

教育相談の意義と目的、基本的態

度、教育相談の進め方等を学ぶ。 

テキスト(P36~39) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 生徒指導の方法、

個別指導２ 

家庭との連携、関係諸機関との連携

等について学ぶ。 

テキスト(P40~41)を読みまとめる。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

12 
問題行動の理解と

指導１ 

問題行動の種類とその原因、問題行

動の早期発見と予防等について学

ぶ。 

テキスト(P117~122) を読みまとめ

る。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

 

６０ 

13 
問題行動の理解と

指導２ 

いじめ問題の事例をもとに、その対

応等についてグループ討議を行い、

発表する。 

いじめ問題の事例を読み、その対応等

についてレポートを作成する。 

授業の内容を復習する。 

１２０ 

 

６０ 

14 思春期・青年期の

進路の課題 

進路指導の目的と意義、進路指導の

内容、進路指導の課題 

テキスト(P43~48) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

15 
まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 

小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】   生徒理解・指導と教育相談  牟田悦子 編  （学文社） 

【参考書・参考資料等】   立ちどまってもいいんだよ  切手純孝 著  （高城書房） 

【成績評価基準・方法】  ノート取得状況＆受講態度（30%）、中間テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価 

を行う。 



教科番号 ６５２８ 授業科目：教育相談（ Educational counseling ） 

開講時期  前期 （ 全 ）学科（ ３ ）年（ ２ ）単位  担当者： 切手 純孝 

【授業の到達目標】 

教育相談の基本とその進め方について学び、カウンセリングの基本的な技法を活用した援助・支援ができることを目

標とする。 

【授業の概要】 

生徒の心身の発達の理解と生徒の悩みやストレスについての認識を深めた上で、生徒一人一人への助言・援助のあり

方、並びに教育相談の基本とその進め方について学習する。また、カウンセリングの基本的な技法についても具体的

な実践例を基に解説する。また、アクティブラーニングについても積極的に取り入れて実施していく。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 生徒の心身の発達

の理解 

中・高校生の心身の発達についての

理解 

テキスト(P63～64)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 教育心理学と教育

相談  

教育心理学の歴史と内容、教育相談

への活用 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 発達心理学と教育

相談 

発達心理学の歴史と内容、教育相談

への活用 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 生徒理解の方法と

実際 

生徒理解の基礎、主観的・客観的・

共感的理解 

テキスト(P20～24) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ カウンセリングの

基本  

単純な受容、内容の繰り返し、質問

のしかた 

テキスト(P71～72)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ カウンセリング・

マインド 

教師の望ましい姿勢（自己一致、共

感的理解、無条件の肯定的配慮） 

テキスト(P73～74) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 
生徒の行動と問題 

生徒同士の関係、教師と生徒の関係

についてのグループ討議 

プリントを読みまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

８ 教育相談のすすめ

方 ① 
面接のもち方・すすめ方、相談記録 

テキスト(P87～88) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

９ 教育相談のすすめ

方 ② 
カウンセリングの実際 

テキスト(P89～90) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 
相談事例 相談事例検討会のあり方と実際 

テキスト(P91～92) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

11 
学校と家庭  教師と保護者との連携のあり方 

テキスト(P93～94) を読みまとめる。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

６０ 

６０ 

12 
教師の自己理解 エゴグラムを活用した自己理解 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

13 ネットワークづく

り 
教師間の連携、専門機関との連携 

テキスト(P98～99) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 

事例研究 

不登校への理解と対応について、資

料を基にグループで話し合い、その

結果を発表する。 

不登校の資料を読んで感想をまとめ

る。 

ディスカッションの内容をまとめる。 

１２０ 

 

６０ 

15 
まとめ 学修のまとめと総括 

小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】   生徒理解・指導と教育相談  牟田悦子 編  （学文社） 

【参考書・参考資料等】   立ちどまってもいいんだよ  切手純孝 著  （高城書房）  

【成績評価基準・方法】  ノート取得状況＆受講態度（30%）、中間テスト（10%）、試験（60%）で総合的な評価 

を行う。 

 

 

 



 

 

教科番号 6544 授業科目： 事前・事後指導（ Prior Afterward Guidance ） 

開講時期  前期 （全）学科（４）年（１）単位  担当者： 徳永 博仁 

【授業の到達目標】 

 教育実習の内容や方法等について学習し、教育実習を意義ある充実したものにすることができることを目標に

する。 

【授業の概要】 

教育実習の内容や方法等について解説し、教育実習を意義ある充実したものにするために、教育実習の準備か 

ら終了までの過程を想定して授業を構成し、解説・学習していく。 

特に、教育実習の中心課題である授業の展開については演習を通して知識と技術の習得に努め、また教育実習

中に遭遇する課題ついて解説する。さらに、教育実習後には具体的な体験をもとにまとめをしていく。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教育実習の目的と

意義 

教師養成と教育実習、教育実習

の目標、教育実習の内容 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 教育実習の事前研

究 

教育実習の事前研究、教育実習

の形態、教育実習の評価項目 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 教育実習の心得 教育実習生の基本的な姿勢、教

育実習の心得 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 教育実習の内容 

1 

学校経営、学校の組織、生徒理

解、教育課程 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 教育実習の内容 

2 

生活指導、学級経営、学校保健、

学校の施設と環境 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 授業設計、授業研

究 

教材研究の実際、学習指導の実

際、授業研究の実際 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 教育実習直前の準

備 

教育実習日誌の意義、教育実習

日誌の記入の留意点 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ 学習指導案とその

書き方 

学習指導案の形式とその書き

方(技術、数学、工業) 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

９ 学習指導案の作成

と指導の実際  1 

学習指導案の作成と模擬指導 

１回目 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 学習指導案の作成

と指導の実際  2 

学習指導案の作成と模擬指導 

２回目 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

11 学習指導案の作成

と指導の実際  3 

学習指導案の作成と模擬指導 

３回目 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 事後研究  １ 報告書の作成、報告会、白己評

価 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

13 事後研究  ２ 教育実習のまとめと自己研鑽

課題  １回目 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

14 事後研究  ３ 教育実習のまとめと自己研鑽

課題  ２回目 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

15 事後研究  ４ 教育実習のまとめと自己研鑽

課題  ３回目 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

【テキスト】  プリント、資料 

【参考書・参考資料等】   教育実習完全ガイド     山﨑英則編著    ミネルヴァ書房  

【成績評価基準・方法】 

 ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（30%）、試験（40%）で総合的な評価を行う。 



教科番号 6545 授業科目： 教育実習Ⅰ （student teaching Ⅰ） 

開講時期 集中 （ 全 ）学科（４）年（２）単位  担当者： 徳永 博仁   

【授業の到達目標】 

 教育実習においては、大学で学んだ一般教養、教職教養、専門教科などを学校現場において総合的に活かすとともに、授

業実習を通して生徒理解を深める。更に、学校運営や教員の職務実態に触れて望ましい教師像を形成することができるよう

にする。 

【授業の概要】 

教育実習は、授業経験の機会を得るばかりでなく、教育のさまざまな現実の姿、一人一人の 

生徒の個性、生徒たちの集団の現実、生徒たちの遊びや生活の実態、教師の生き方や教師集団の姿などに具体的に接触する

機会であり、それらを通して教育の実践的認識を深める。 

【授業要旨】 

題目と授業内容 

〇 実習期間は10日間（２週間）とする。 

〇 教育理論の実証的研究 

   大学で学んだ教育の諸理論を教育の現場に応用し、具体的に実践、研究する。 

 〇 学校教育の実際体験 

   教師の立場になって、学校教育のあり方を認識し、職場としての学校生活を体験する。そして、学校の実態及び抱え

ている諸問題を理解し、また人間関係における協調の必要性を実感する。 

 〇 生徒との接触 

   教育は全人的活動であり、それには教師と生徒の信頼関係がもっとも大切である。 

 〇 教職意欲を高める 

学校教育の実態を理解し、教職生活を体験することにより、教師としての意欲的態度を確立する。 

【テキスト】  

教育実習の手引き、 資料プリント 

【参考書・参考資料等】 

 な し 

【成績評価基準・方法】 

教育実習校から送られてくる「教育実習成績評価表」、レポート「教育実習を終えて」の評価等を総合的に評価する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 6546 授業科目： 教育実習Ⅱ （student teaching Ⅱ） 

開講時期 集中 （ 全 ）学科（４）年（２）単位  担当者： 徳永 博仁   

【授業の到達目標】 

 教育実習においては、大学で学んだ一般教養、教職教養、専門教科などを学校現場において総合的に活かすとともに、授

業実習を通して生徒理解を深める。更に、学校運営や教員の職務実態に触れて望ましい教師像を形成することができるよう

にする。 

【授業の概要】 

教育実習は、授業経験の機会を得るばかりでなく、教育のさまざまな現実の姿、一人一人の 

生徒の個性、生徒たちの集団の現実、生徒たちの遊びや生活の実態、教師の生き方や教師集団の姿などに具体的に接触する

機会であり、それらを通して教育の実践的認識を深める。 

【授業要旨】 

題目と授業内容 

〇 中学校教員免許状取得希望者は「教育実習Ⅰ」の10日間（２週間）に引き続き、更に５日間（１週間）の教育実習

を行うこととする。 

〇 教育理論の実証的研究 

   大学で学んだ教育の諸理論を教育の現場に応用し、具体的に実践、研究する。 

 〇 学校教育の実際体験 

   教師の立場になって、学校教育のあり方を認識し、職場としての学校生活を体験する。そして、学校の実態及び抱え

ている諸問題を理解し、また人間関係における協調の必要性を実感する。 

 〇 生徒との接触 

   教育は全人的活動であり、それには教師と生徒の信頼関係がもっとも大切である。 

 〇 教職意欲を高める 

学校教育の実態を理解し、教職生活を体験することにより、教師としての意欲的態度を確立する。 

【テキスト】  

教育実習の手引き、 資料プリント 

【参考書・参考資料等】 

 な し 

【成績評価基準・方法】 

教育実習校から送られてくる「教育実習成績評価表」、レポート「教育実習を終えて」の評価等を総合的に評価する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科番号 6547 授業科目名： 教職実践演習（中・高） 担当教員名： 教職担当教員：岩橋 法雄 

        教科担当教員：中薗 政彦 開講期間 後期 単位数    ：２単位 

科 目 教職に関する科目（教職実践演習） 

履修時期 ４年次後期 履修履歴の把握  ○ 学校現場の意見聴取  ○ 

受講者数   30人 

【教員の連携・協力体制】 

・教職課程委員会を基軸に教職専任教員と教科担当教員が連携・協力して学生の指導にあたる。 

・授業計画の項目、第１０回目から第１３回目の講義では、教職専任教員・教科担当教員・実習協力校の教員がチームティーチングを編成し学

生の指導にあたる。 

・「履修カルテ」を基に、学生個人の修学状況を把握し、さらには個性や動向についての知見を教職実践演習に携わる全教員が共有して学生の

指導にあたる。 

【授業の到達目標及びテーマ】 

  変化の激しい時代の学校教育においては、生徒の興味関心等に基づき、生徒自ら課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、よりよく問題を

解決する資質や能力を育成することが求められている。 

 このために、教職を目指す者に最新の教育に関する動向等を踏まえつつ、教職の意義や教員の役割を再確認させ、教員の具体的職務内容や学

校現場の実態等について理解を深めさせ、教科指導や生徒指導等に関する実践的指導力の定着を図るとともに、教員としての資質能力の向上を

図る総合的な実践を行う。  

【授業の概要】 

 実践的な体験を重視する観点から本講座は、教職経験のある複数の教職専任及び教科専任の教員が担当し、授業内容をいかに実際の指導に活

かすかという視点に立った、具体的な課題に沿って演習形式で進めていく。 

授業計画 

回数 授  業  内  容 予習、 復習 

１ イントロダクション（ガイダンス）、大学における本講座「教職実践演習」の位置づけを確認する。 60分  60分 

２ 教育実習での経験から得た教職の意義、教員の役割、職務内容等は何かを視点（使命感・責任感・教育的愛情等）

に沿ってグループ討論し、教師に求められる具体的資質能力について発表する。 

90分 

    60分 

３ 学校の一員として、上司・同僚教師・職員との関係構築法についてロールプレイングをしながら習得する。（特に、

新任教師として対応の具体について疑似体験） 

60分 

    90分 

４ 教員として、保護者や地域関係者との人間関係の構築法についてロールプレイングをしながら習得する。（特に、

学級PTAの企画・運営やモンスターペアレント等への対応の具体について疑似体験） 

90分 

    60分 

５ 生徒の集会や保護者会における教師のスピーチの在り方をロールプレイングしながら習得する。（特に、全校朝会

や学級PTAにおけるスピーチをテーマにそって疑似体験） 

60分 

    90分 

６ 教員として、生徒との人間関係の構築についてロールプレイングをしながら習得する。（特に、反社会的行動の生

徒や校則違反生徒等への対応の具体について疑似体験） 

60分 

    90分 

７ 教員として、生徒との人間関係の構築についてロールプレイングをしながら習得する。（特に、不登校生徒への対

応の具体について疑似体験） 

90分 

    60分 

８ 学級経営の意義を理解し、実際に中学校・高等学校の学級経営案を作成し、グループ討論を行う。（鹿児島第一中

学校・高等学校との連携） 

60分 

    90分 

９ 現在の中学校・高等学校の様子を実際に見学し、学校現場の責任者より学校教育の課題等について講話を聞く。（鹿

児島第一中学校・高等学校との連携） 

60分 

    90分 

10 中学校の「技術・家庭科」「数学」の学習指導の実際を自作指導案に基づき展開し、グループ討論を行う。 90分  60分 

11 同上 90分  60分 

12 高等学校の「数学」、「情報」，「工業」の学習指導の実際を自作指導案に基づき展開し、グループ討論を行う。 90分  60分 

13 同上 90分  60分 

14 教科の指導力とは何かをグループで討論し、今の自分に備わっている資質能力や不足している資質能力についてま

とめる。 

90分 

    60分 

15 今求められている教師の資質能力とは何かを本講座の全体を振り返りながらまとめる。 90分  60分 

【テキスト】      ：配布資料 

【参考書・参考資料等】 ：特になし 

【成績評価基準・方法】  ：授業への参加状況。学習状況（意欲、協調性）等から教員として必要な資質能力の修得を総合的に評価する。複数

の教員により、学校現場の視点も加味して多面的な評価を行う。 
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教科番号 ６７１１ 授業科目： 介護福祉概説（ Care Welfare Outline ） 

開講時期 後 期 （ 全 ）学科（２）年（２）単位 担当者： 切手 純孝 

【授業の到達目標】 

介護の概念や目的、方法を概説し、障害に対する理解と高齢者の動きに対する理解を深め、障害者や高齢者に

対する介護や接し方ができるようになることを目標とする。そして、介護等体験に生かせるようにする。 

【授業の概要】 

１．障害に対する理解と高齢者の動きに対する理解を深め、それらに対する介護や接し方を学び、実践できるよ

うに体験的な学習も学ぶ。 

２．医療保険・介護保険制度について理解を深め、それらの活用方法を学ぶ。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 介護等体験と

は 

オリエンテーション テキスト(P2~4)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 介護等体験の

目的と意義 

介護等体験特例法と学校教育 テキスト(P18~19)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 介護等体験へ

の心構え 

教師志望者に介護等体験が必

要な理由 

テキスト(P26~27) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 介護等体験の

具体例 

介護等体験の日誌の書き方、事

例から学ぶ 

テキスト(P28~29) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 介護等体験の

方法  １ 

具体的な準備、計画、留意点 テキスト(P30~31)を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

６ 介護等体験の

方法  ２ 

介護等体験の具体的な手順と

方法 

テキスト(P32~33) を読みまとめる。 

小テストの準備。授業の復習をする。 

３０ 

６０ 

７ 特別支援学校   

１ 

小テスト。盲学校・聾学校・養

護学校の概要と理解 

テキスト(P34~36) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

８ 特別支援学校   

２ 

養護学校等における体験学習

の留意点の話合い 

テキスト(P37~39) を読みまとめる。 

グループでの話し合いをまとめる。 

６０ 

６０ 

９ 社会福祉施設   

１ 

特別養護老人ホーム、養護老人

ホーム等の概要と理解 

テキスト(P46~47) を読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

10 社会福祉施設   

２ 

養護老人ホーム等における体

験学習の留意点の話合い 

テキスト(P48~51) を読みまとめる。 

グループでの内容をまとめる。 

６０ 

６０ 

11 介 護 等 体 験    

１ 

車いすの操作、介助の方法につ

いてのロールプレイ 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 介 護 等 体 験    

２ 

バリアフリーについてグルー

プで話し合い、発表する。 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

13 老人保健法 高齢者医療制度と老人医療 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

14 介護保険法 介護保険制度と介護保険サー

ビス 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

15 
まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 

授業内容のまとめと小テストの準備。 

ノートの整理とまとめをする。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】 教師をめざす人の介護等体験ハンドブック  現代教師養成研究会編  大修館書店 

【参考書・参考資料等】 社会福祉とは何か    一番ヶ瀬 康子 監修    一橋出版  

【成績評価基準・方法】  ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（10%）、試験（60%）で 

総合的な評価を行う。 



 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

教科番号 ６７２１ 授業科目：総合演習 Ⅰ （ Total Exercise Integrated Study Ⅰ ）  

中学校・高等学校教員の免許状取得のための選択科目 

開講時期  後期 （全）学科（３）年（２）単位  担当者： 中薗  政彦 

科  目 教科又は教職に関する科目 

【授業の到達目標】 

  教員を目指す学生の教育現場での実践的な指導技術の向上を目標とする。 

【授業の概要】 

  学校現場に取りまく現状と課題について、今日的、具体的な事例を通して学習する。また、学校現場の

課題に適切に対応できる実践的な指導力を身に付ける。また、アクティブラーニングについても積極的に取

り入れて実施していく。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ 教職総合演習

の意義 

ガイダンス、大学における総合

演習の位置づけ 

シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 求められる教

師の資質・能力 

今後、特に求められる具体的な

教師の資質・能力 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 教師と生徒 カウンセリング・マインドと 

生徒への指導・援助のあり方 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 総合的な学習

の時間の概説  

中学校、高等学校における総合

的な学習の実際 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ 問題解決学習

の意義と方法  

問題解決学習の理論と実際 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ 自己表現と聴

く技術 

話し方の基本と聴き方の技法 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 演習 １  バズ学習の理論と方法 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ 演習 ２ バズ学習の実際と実践、グルー

プで話し合い、発表する。 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ ウエビング法 ウエビング法を生かした福祉

学習の課題 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 演習 ３ 福祉学習の実際と実践、グルー

プで話し合い、発表する。 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

11 ＫＪ法 ＫＪ法の理論と概略 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 演習 ４ ＫＪ法の環境学習の実践、グル

ープで話し合い、発表する。 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

13 ディベートの

意義と方法  

ディベートの理論と方法 プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 演習 ５ ディベートの実際と実践、グル

ープで話し合い、発表する。 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 
まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 

小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】   資料配付 

【参考書・参考資料等】   中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領  

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（30%）、試験（40%）で総合的 

な評価を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

教科番号 ６７２２ 授業科目：総合演習 Ⅱ （ Total Exercise Integrated Study Ⅱ ）  

中学校・高等学校教員の免許状取得のための選択科目 

開講時期  前期 （全）学科（４）年（２）単位  担当者：  徳永 博仁 

科  目 教科又は教職に関する科目 

【授業の到達目標】 

  教員を目指す学生の教育現場での実践的な指導技術の向上を目標とする。 

【授業の概要】 

  学校現場に取りまく現状と課題について、今日的、具体的な事例を通して学習する。また、学校現場の

課題に適切に対応できる実践的な指導力を身に付ける。 

【授業要旨】 

回数 題  目   授 業 内 容 学習課題（予習・復習） 時間(分) 

１ ガイダンス 総合演習Ⅱの目的 シラバスを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

２ 自己理解と他者

理解 

エゴグラムを活用した自己

理解、他者紹介の手順 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

３ 人間理解と人間

関係づくり １ 

構成的エンカウンターによ

る「人間関係づくり」 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

４ 人間理解と人間

関係づくり ２ 

コミュニケーション能力の

向上、保護者との関わり 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

５ グループ構成の

工夫 

討議のためのグループ構成、

ディスカッションに対する

心構え 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

６ テーマの選択 興味・関心や問題意識につい

ての討議 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

７ 資料収集と調査 資料収集に当たっての工夫

と方法、関連文献の調査 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

８ レポートの作成 レポートのアウトラインの

作成、情報カードの活用 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

９ 発表のための討

議  

問題点や意見をまとめる プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

10 グループの発表

と意見交換 １ 

発表内容の検討、発表シート

の作成 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

３０ 

６０ 

11 グループの発表

と意見交換 ２ 

発表における工夫、予想質問

の検討 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

６０ 

６０ 

12 教職科目の基礎

力練成 １ 

教育法規と教育課程のまと

めと整理 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

６０ 

６０ 

13 教職科目の基礎

力練成 ２ 

生徒指導と教育相談のまと

めと整理 

プリントを読みまとめる。 

授業の内容を復習する。 

３０ 

６０ 

14 教職科目の基礎

力練成 ３ 

教育心理と教育史のまとめ

と整理 

テーマについて考えをまとめる。 

ディスカッションの内容をまとめる 

１２０ 

６０ 

15 
まとめ・評価 学修の総括、理解度の評価 

小テストの準備。 

ノートの整理とまとめ。 

６０ 

１２０ 

【テキスト】  プリント、資料配付 

【参考書・参考資料等】   中学校学習指導要領、高等学校学習指導要領  

【成績評価基準・方法】 ノート取得状況＆受講態度（30%）、レポート（30%）、試験（40%）で総合的 

な評価を行う。 


